為 Victor 


取扱説明書 



お買い上げあ D びと 5 ございまず。 

♦ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みのうえ、 

正しくお使いください。そしてお読みになったあとは、 

保証書と一緒に大切に保管してください。 

♦製造番号は品質管理上重要なをのです。 

お買い上げの際は本機の製造番号び正しく記されているか、 

またその製造番号と保証書に記載されている製造番号び一致しているか、お確かめください。 


へッドホンサラウンドアダプター 

1 SU-DH1 


□niDOLBYl 




詳しくはこの取扱説明書の中面をご覽くださし、。 


f ご相談窓□におけるお客様の個人情報の取扱いについて 

ご相談窓口におけるお客様の個人情報は、お問い合わせへの対応、修理およびその確認に使用し、適切に管理を行い、お客様の 
^同意なく個人情報を第王者に提供または開おすることはありません。_ 


ご相談や修埋は 

ビクター製品についてのご相談や修埋のご估な1は、 
お買い上げの販売店にご相談<ださい。 

お居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓、□にご相談ください。 

お買い巧巧設や製品についてのを瞄的なご巧設 
お客樣ご相談センター 


函。0120-2828-17 

携帯電話- PHS • FAX などか5のご利用は 

電話 (045) 450-8950 
FAX (045) 450— 227已 

〒221-犯28横新巧«京川区す屋町 3-1 2 


ビクターホームぺージ http :// www . victor . co . jp / 

日本ビクター株式会社 

干221 -8528 神奈 j 11県横お市神票 j 11区守屋の 3- 12 
⑥ 2007 Victor Company of Japan, Limited LNT 日日己 4- 日日]巨 


別壳の AC アダプターについて 


本機専巧の AC アダプターを別売でご巧意しております。 

■ 型番: AA - D 1 才ープン価格 ※専巧品政がは使巧しないでください。 


主な仕様 


へッ ドホンサラウンドアダプター 

再生可能フォーマット： 

ドルビーデジタル（ドルビーサラウンド EX ) 

ドルビープ□□ジック II 
DTS ( DTS-ES 巨. Ich ) 

[\/ lPEG -2 冉冉巳 

PCM ( Fs =44.1 kHz 、48 kHz ) 

サラウンド機能： 

ドルビーへッドホン CDH 1 /DH 2 /DH 3) 

ドルビープ□□ジック II (冉 UT 0 / MOVIE / MUS に） 

入力端子： 

光デジタルミニジャック X ] 

音声入カコード 1 ocm 0 3.5 mm 金メッキステレオミニプラグ付 
へッドホン出力端子：ステレオ S ニジャック X ] 

電源：単3形乾電池2本 （ DCS . OV ) 

専巧 AC アダプター （ AA - D 1) (別売） 

電池持続時間：アルカ U 乾電池使巧で約] 0 時間、 

マンガン乾電池使巧で約 2 .巳時間 
最大列■お寸法：幅 8.2cm X高さ 2.6cm X奥行 8.6cm 
質量：目 9 g (付属乾電池含む） 


添付物-付属品 


保証書 X ] 

取扱説明書X1 
サービス窓□案内X ] 

単3あマンガン乾電池X 2風作確認用) 


※本機の仕様およびか観は改善のため、予告なく変更ずることびちりまずのでご了承ください。 


巧証とアフターサービス 


•な話書は必ずお受け取りください 

この商品には、保証書を別遗添付しております。保記書はお買い上げ販売店でお渡ししまずので、所定事頂の記入、および 
記載内容をご確認いただき、大切に保をしてください。 

•保話期間について 

保証期間は、お買い上げ曰より]年間でず。保証書の規定に従って、お買い上げ販売店にて修理させていただ击まず。 

その他詳細は保証書をご覧<ださい。 

•保話期間経過後の修理について 

保証期間経過後の修理については、お買い上げ販売店にご相談ください。修理によって機能び維持でさる堤合は、お客様 
のご要望により有料で修 i 里いたします。 

♦補修用性能部品の保有期間について 

当社は、このサラウンドアダプターの補修用性能部品を製造打ち切り渡、 8 年間保有しています。補修用性能部品とは、 

その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

♦修理を依頼されると舌は 

r 故障かな？と思ったら」の各項目をよくお読みのラえ、再度お調べください。それでを具合の悪いときは、お買い上げ 
販売店に次のことをお知らせ<ださい。 

■ビクターへッドホンサラウンドアダプター 

SU - DH 1 

■お名前とおところ 

■電話番号 

■故障症状（詳しく） 

♦アフターサービスについてご不明な点は 

ご転居、ご贈答、その他アフターサービスについてご不明な点は、お買い上げの販売店、または別紙サービス窓□案内をご覧 
のラえ、最寄りのサービス窓□にご相談ください。 


まな特長 


♦映画や音楽など様々なソースを迫力の臨場感で楽しめる「ドルビーヘッドホン」技術搭載。 

♦ドルビーデジタル/ドルビープ □! □ジ ック II / DTS / MPEG -2 AAC の 各 サラウンド フォーマッ トに 対応。 
♦光デジタル入力に加え、アナ□グ入力（本体に収納可能なコード式）を装備。 

♦乾電池と別売 AC アダプターの2電源対応。 


まを上のごま意 


ご使用の前にこの「をを上のごま意」をよくお読みの5え、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでを見 S れる所に大切に保管してください。 

給表おについて 

製品をを全に正しくお使しん)ただ志お客様や化の人々への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。 

内容をよく理稱してか5本文をお読みくださし、。 


A 警告 

この表示のを意でを無視して、誤った取扱いをずると、人び死亡または 
重傷を負ラ可能性が想定される内容を示していまず。 

A ミ主意 

この表示のま意文を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷害を負5 
可能性、または物的損害び想定される内容を示しています。 

♦絵表示の説0月 

を意をラながず記号 

A 

行為を禁止ずる記号 

Q 

行為を指示ずる記号 

运 9 


A 警告 


■万一、巧のよラな異常び発生したときは、そのまま使用しない。 

-煙げ出ている、異臭びする 
-内部に水や物び入ったとを 
-落下などによ0破損したとき 
•電源コード（専巧 AC アダプター）び傷んだとさ 
このよラな異常び発生したまま使巧していると、火災や感電の原因とな0ます。 
ずぐに電源を「切」にし、必ず AC アダプターをコンセントから抜いてくださし、。 
煙び出なくなるのを確認してか5販売店に修理を依頼して<ださい。お客様による 
修理はを険でずか5絶対におやめください。 


A 


■乾電池を使巧ずるとをのごま意 

乾電池の誤った使いかたをしますと、液ちれや破裂ずる 
危険びありますので次の点にごま意ください。 

•乾電池のプラス （+) とマイナス （一) の向きを表示 
通り正しく入れてください。 

•乾電池を加熱したり、分解したり、ショートさせたり、 
火の中に投入しないで < ださし、。 

-種類の異なる乾電池や新しい乾電池と一度使巧した 
乾電池を混ぜて使用しないで<ださい。 


A 

Q 


※乾雲おに表示されているま意事項ち合わせてお読みください。 


■表示された電源電圧 
1 U 外の電圧で使用し 
ない。 

故障、乂災-感電の 
原因になります。 


Q 


■この機器を分解- 
改造しない。 

故障、乂災-感電 
の原因になります。 


Q 


/ K ま意 


■ヘッドホンを使巧ずるとをは、音量を A 


■ AC アダプターを使用ずるときは、 A 

上げずざない。 /|\ 


必ず専用 AC アダプターを /|\ 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時 い、 


使用ずる。 / 、 

間続けて聞くと、聴力に悪い影響を 


専巧 AC アダプターじ(夕'^を使用すると、 

ちえることがあります。 


故障•火災‘感電の原因となります。 


使用上のごま意 


■直射日光やス I -ーブのよラな熱器具のおくなど、高温になるところに放置すると、変形•変質をまねくため、 
ごミ主意ください。 

■ミちれびひどい場含は、中性洗剤などで拭さ取ってください。シンナーやベンジンなどは、絶対に使わないで 
<ださい。 

■標準ジャック （ゆ 目. 3 mm ) のヘッドホンを接続する場合は、別売のプラグアダプター （ AP -233 A ) を 
お使いください。 


デジタルヴラウンドについて 


ドルビーべッドホンにごいて 

ドルビーラボラト U —ズび開発したへッドホンバーチャル技術です。ドルビーデジタルや DTS 、 MPEG -2 
AAC などのマルチチャンネル音声や、ドルビープ□□ジック11でデコード処理されたステレオ音青まで、 2 ch 
ステレオへッドホンでサラウンドシステムの立体音場を体感できます。 

ドルビーデジタル *1 について 

ドルビーラボラト U —ズび開発したデジタルサラウンドち式の一つです。音質を損なラことなく音声データ 
を圧縮し、 DVD の標準音声フォーマットとして採巧されています。 

ドルビープ□□ジック n について 

ドルビーラボラト U —ズび開発した、すべての 2 ch ステレオ音青を己. Ich サラウンド再生するためのデコー 
ド技術です。 M 日 VIE と MUS にの2つのモードびあります。 

•プ□□ジック IIM 日 VIE ( M 日 VIE ): ドルビーサラウンドで記録された音青に適しています。 

•プ□□ジック IIMUS に （ MUS に）：ステレオで記録されたすベての音青に適しています。 

DTS がにごいて 

デジタル•シアター•システムズ社び開発したデジタルサラウンド方式の一つです。音声圧縮率を低くした 
フォーマットのため、音に厚みのあるノイズのかない再生び可能です。 

MPEG -2 AAC にごいて 

MPEG ( Moving 円 cture Experts Group ) び開発した音声圧縮方式の一つで、最大日.1 ch まで対応してい 
ます。高音質•高圧縮率を両立でをるのび特徴で、巨 S デジタル放送や地上デジタル放送で採用されています。 

*1 本製品はドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されていまず。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Lo 邑 ic、AAC □ゴおよぴタブル D 記哥ホ、ドルビーラボラトリーズの商標です。 

本製品はデジタル•シアター•システムズ社か5の実施権に基づき製造されています。 DTS および DTS 川 RTUAL は、 
デジタル•シアター•システムズ社の商標でず。 

AAC パテントマーキング 

Pat . 己，848,3白]:己,29 ] ，已已7:己，4己]，9已4:己400 433：已，222,189：已，3己7,已94:己752 22己：己，3白4,473: 

已，己83,9已2:己，274.740:已，633,日8]:已297 236; 4,日14,7日]:己,23己,671: 07/邑4日，已已0:己,已7日，430: 08/ 
678,666; 98/03037： 97/0287已：日7/02874: 98/0303巨：已,227,788:已，28己.498;己，481，巨] 4: 

己,已92,已84:已，781 .88 扫： 〇扫/039,478: 08/211，己47;己.703.日99: 08/已77,046; 08/894,844：己，299,吕38: 
己,299,239:已，299.240:己，197.087：己, 490. 170：已，264,84巨：己，268,68已：己，37己.189：己，已8 ] ， 6 已4: 

己,已48,已74:已 .7] 7.8 吕] 


















































巧電池を入れる-接続ずる 


巧電池を入れる 


基本の接続 


1.カパーを開ける 

矢印のち向へカバーを 
スライドさせてください。 


吕.乾電池を入れる 

乾電池の極性(化©)を間違 
えないよラにして < ださし、。 


3.カパーを閉じる 

カバーをスライドさせてツメを 
ストッパー内部に差し込みます。 







光デジタルミニ 
プラグコード(別売）\ 


DVD レコーダー/プレーヤーなど 


コ 。] 8®8 1 


デジタルが巧チューナーなど 


デジタルオーデイオブレーヤーなど •ポータブル DVD プレーヤーなど 


•付属の乾電池は動作確認用です。 

•マンガン乾電池を使巧すると、電池持続時間び短くなります。長時間本機を使用する場合は、アルカリ 
乾電池を使用して < ださい。 

•乾電池び消耗してくると、 P 日 WER インジケーターび点滅してお知5せします。そのときは新しい 
乾電池と交換して < ださい。 


IN コード 

(アナ n グ接続を 
する場合に使用 
します。本体底面に 
収納されています。） 


口 



• ステレオへツドホン端子巧ポータブルゲーム搏 


1 が I 


AC アダプター(別売)をほ用する場合 


DC IN 3 V 端テに別売の AC アダプター ( AA - Dl ) を接続します。 



本体を側面 


♦本機専巧の AC アダプター ( AA - D 1 ルが4は使用しないでください。 

♦ AC アダプターを使用する場合は、本機か5乾電池を取りがしてください。 

♦長時間本機を使用しない場合は、 AC アダプターをコンセントか5抜いてくださし、。 


る部の名赖-基本の操作 


各部の名称 


ラインインアッテネータ ー 

* LINE IN ATT スイッチ 

LINE IN ]- ドで接続した機器か5の音量を調節します。通常は r 一 Sd 日」にして使用します。 

LINE IN コードで接続した機器か5の音量びルさいときは、「日服」に切換えてください。 

•接続するときは、本機と接続する機器の電源を切ってから行なってください。 

• DIGITAL IN 端テにコードを接続しているとさはデジタル入力び優先されます。 

LINE IN コードによる入力を使用するとさは 、 DIGITAL IN 端テからコードを抜いてお使いください。 
•ポータブル機器のステレオへッドホン端テと本機を LINE IN コードで接続している場含、接続機器の 
音量びルさいとノイズび発生することびあります。音量を上げて使巧してください。 

•接続機器のデジタル音声出力端子び光角型の場含は、別売の光角型プラグ〜光デジタル S ニプラグ 
つード （ XN -2]0 SA 、 XN -22 日 SA 、 XN -230 SA など）をお使し'!<ださし、。 

♦ LINE IN コードを、標準ジャック（ゆ目. 3 mm ) の端テ付き AV 機器に接続する場合は、別売のプラグ 
アダプター ( AP -113 A ) をお使いください。 

♦本機のデジタル入力は、44.1 kHz および 48 kHz 政がのサンプ U ング周波数には対応していません 。 DVD 
プレーヤー側のデジタル出力に関する設定を 48 kHz にしてお使いください。本機は、巨 S 放送の A モード 
や DAT の LP モード（サンプリング周波数 32 kHz ) の再生には対応していません。 44.1 kHz および 
48 kHz _ UI 外のサンプリング周波数の音源を再生するときは 、 LINE IN コードで入力してくださし、。 

•光デジタルで入力しているときは、接続機器のデジタル信号の出力状態によっては再生時の頭出しの音 
び出ないことびあ0ますび、本機の故障ではありません。 

•パソコンか5の光デジタル入力のときは、接続する機器によって正しく動作しないことびあります。 
そのとさは LINE IN コードで入力してください。 

• DTS フォーマットで記録された音源の早送り/早戻し時にノイズび発生することびありますび、本機 
の故障ではありません。 


基本の操作 





本巧の電源を入れる 


POWER (電源)スイツチを日 N にします。 

ON OFF 


私 


P 日 WER インジケーターび点なします。 


M 


巧続した機器を再をずる!~ 


入力された音声信号に対応するデコードモード* 
インジケーターび、自動的に点灯します。 




音量を調節ずる] ■ 


V 日 L (ボ U ユーム)ダイヤルを 
回します。 




VOL 


111111111111111111 


の POWER インジケーター 

電源日 N 時に点灯します。 

回デコードモード*インジケーター 

入力されている信号を表示します。 

(□□□. naPLIL DTS 、 MPEG -2 AAC ) 

回 POWER (電源)スイッチ 

電源を日 N / 日 FF します。 

因ドルビープ□□ジック II モードインジケーター 

選んでいるドルビープ□□ジック II のモードを 
表示します。 （ AUTO 、 MOVIE 、 MUS に） 

回ドルビーへッドホンモードインジケーター 

選んでいるドルビーへッドホンのモードを 
表示します。 （ DH 1、 DH 2、 DH 3) 

回 DOLBY HEADPHONE (ドルビーへジドホン)ボタン 

ドルビーヘッドホンのモードを選びます。（ち記参照。） 

回 DOLBY PRO LOGIC II ( ドルビープ□□ジック II )ボタン 

ドルビープ□□ジック II のモードを選びます。（ち記参照。） 

回 VOL (ボリューム)ダイヤル 

音量を調節しまず。 

本デコードモード 

それぞれの音源び持っている、デジタルサラウンドの 

音声 フオーマッ トに合わせて、音源を再生するモードのことです。 


K 障かな？と思った S 


4 ドルビ-へッドホンとドルビープロロジック II のモー ドを選ぶ y 


DOLBY HEADPH 日 NE (ドルビーへツドホン)ボタンと□日 L 巨丫 PRO L 日 G に11(ドルビープ□□ジツク II )ボタンを 
くり返し巧して、モードを選びます。 


ドルビーへツドホンモードを選ぶ j 

DOLBY 

HEADPHONE 


巧 


DHl 
DH 2 
DH 3 
OFF : 


DHl 

OFF 


DH 2 

DH 3 


ミキシングルームのよラな残響を抑えた空間を再現します。 

適度に残響のある一般的なリスニングルームのよラな空間を再現します。 

か規模な映画館やコンサートホールのよラな空間を再現します。 

すべてのインジケーターび消灯し、ステレオ音青にな0ます。 

また、ドルビープ□□ジック II モードインジケーターわすべて消灯し、何も表示されません。 


ドルビープ□□ジック II モードを選ぶ auto : 


DOLBY 
PRO LOG に n 


巧 


AUTO 


OFF 


MOVIE - 
MUSIC ィ J 


MOVIE : 

MUSIC 
OFF : 


入カソースによって、 M 日 VIE モードか MUS にモードび自動で選ばれます。 

-デジタル入力で 2 ch の DVD を再生したときは、 MOVIE モードび選ばれます。 
-アナ n グ入力の時は入カソースに関わ5ず M 日 VIE モードび選ばれまず。 

-デジタル入力で CD ■ MD を再生したとさは MUS にモードび選ばれます。 
映画の再生に適したモードです。またドルビーサラウンドで記録された 
作品にち適しています。 

音楽の再生に適したモードです。 

すべてのインジケーターが消打し、何も表示されません。 


AUT 日モード選択時は AUT 日インジケーターと同時に、 M 日 VIE か MUS にインジケーターび点灯します。 
ドルビープ□□ジツク II モードは、ドルビーへツドホンモードび日 FF のとさは使用でさません。 

ドルビープ□□ジツク II モードは、マルチチヤンネルの音声および DTS の音声には働さません。 


故障かな？と思った5修理に出ず前に次の事をお確かめくださし、。 


症が 

原因 

巧処 

電源が入5ない 

乾電池び消耗している。 

新しい乾電池と交換ずる。 

音が出ない 

乾電池が消耗している。 

新しい乾電池と交換ずる。 

接続機器げ再生されていない。 

接続機器の電源を入れ、再生を始める。 

へッドホンの音量びかさい。 

へッドホンの音量を上げる。 

接続機器の音量びルさい。 

接続機器の音量を上げる。 

本磯が対応していない音声フォーマット 
の音源を再生している。 

再生中の音源び本機で対応している音声 
フォーマットかどラか確認ずる。 

再生中の機器か5サラウンド音声が出力 
されていない。 

再生中の機器のデジタ>1レ音声出力設定を確認し、 
サラウンド音青び出力されるよラに設定ずる。 

アナ□グ入力の 
音がひずむ 

LINE IN ATT スイッチび r 日服」に設定さ 
れている。 

LINE IN ATT スイッチを r -8 clB 」 に設定する。 

接続機器の音量び大さい。 

接続機器の音量を下げる。 


症巧 

原因 

巧姐 

アナ□グ入力の 
音がかさい 

LINE IN ATT スイッチが「-8服」に設定 
されている。 

LINE IN ATT スイッチを rod 日」に設定ずる。 

サラウンド効果 
び得られない 

ドルビーへッドホンモードび日 FF になつ 
ている。 

ドルビーへッドホンモードを DH ] / DH 2/ 
DH 3 にする。 

ドルビープ □□ 
ジック n モード 
び働かない 

ドルビーへッドホンモードび日 FF になつ 
ている。 

ドルビーへッドホンモードを DH ] / DH 2/ 
DH 3 にする。 

DTS の音声、および Dolby Digital . 
MPEG -2 AAC のマルチチャンネル音声 
を再生している。 

ドルビープ□□ジック n モードは、 DTS の音青、 
および Dolby DigitakMPEG -2 AAC のマルチ 
チャンネル音声には働さません。 

P 日 WER インジ 
ケーターび点滅 
する 

乾電池び消耗している。 

新しい乾電池と交換する。 
















































































































































